


はじめにはじめに�

　農協改革の議論のなかに、「ＪＡが地域のインフラ機能を発揮することは本来の目的からか

け離れているため、生協や株式会社へ組織形態を見直すべきである。」といった意見がありま

したが、農村社会の実態とＪＡの存在価値を知らない考えと言えます。こうした農協改革の行

く末は、地域の維持・活性化の一翼を担っているＪＡの役割を喪失させるものであり、地方創

生ではなく、地方の崩壊につながってくると言わざるを得生ではなく、地方の崩壊につながってくると言わざるを得ませんません。�

　さて、地域では、家族経営を主体とする農業が行われ、農業にかかわる地域文化・伝統が地

域住民とともに継承され、道路・用水路の草刈り・改修など共同作業を通じた地域維持の取り

組みがこれまで営々と営まれてきました組みがこれまで営々と営まれてきました。�

　そうしたなかにあって、ＪＡは、品目部会や集落組織に基礎を置くことにより、ＪＡ事業や

ＪＡ運営の面において、地域と積極的な関わりを持ってきました。また、組織としてもそうで

すが、組織を構成する職員も、集落の一員として相応の役割を果たしてきました。その結果と

して、地域のなかで事業やサービスを提供するだけでなく、地域の一員として、ともに地域を

維持・活性化する重要なインフラとしての機能も発揮して維持・活性化する重要なインフラとしての機能も発揮してきましたきました。�

　残念ながら、昨今では、兼業農家、非農家の増加、高齢農家のリタイアなどにより、ＪＡを

媒介した地域との結びつきは弱体化している実態にありますが、東日本大震災でも見られたよ

うに地域のなかで、コミュニティの必要性がとみに高まり、「絆」が見直されてきています。

ここに、ＪＡに期待される役割・機能があり、再度、求めここに、ＪＡに期待される役割・機能があり、再度、求められようとしていると言えますられようとしていると言えます。�

　ＪＡは、農業所得の増大と農業生産の拡大に向け、これまで以上に取り組んでまいりますが、

一方では、地域のインフラとして、文化の継承や地域活動を通じて、地域の維持・活性化に現

に貢献していますに貢献しています。�

　ＪＡあいらならびにＪＡあいら女性部を中心に平成　ＪＡあいらならびにＪＡあいら女性部を中心に平成27年度に行った地域貢献活動・地域協同年度に行った地域貢献活動・地域協同

活動は以下のとおりです。多彩な活動が無償で、ほとんどがボランティア活動として実施され

ていますています。�

　そして、重要なことは、このような取り組みはＪＡあいらだけのものでなく、県内ＪＡ、全

国のＪＡで取り組まれているという事実です国のＪＡで取り組まれているという事実です。�
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